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２
月
27
日
、
岸
田
政
権
は
、

「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護

法
案
」
（
経
済
秘
密
保
護
法

案
）
を
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
漏
え
い
に
罰
則
を
科
す

国
家
機
密
の
範
囲
を
、
経
済

安
全
保
障
に
関
わ
る
情
報
に

も
広
げ
る
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
の
経
済
安
保
版
で
す
。

秘
密
の
範
囲
が
大
幅
に
増
え
、

国
民
の
知
る
権
利
や
表
現
・

言
論
の
自
由
を
侵
害
す
る

「
物
言
え
ぬ
社
会
」
づ
く
り

を
一
層
進
め
よ
う
と
す
る
重

大
な
法
案
で
す
。

法
案
は
、
重
要
イ
ン
フ
ラ

や
物
資
の
供
給
網
な
ど
が
漏

え
い
す
れ
ば
、
日
本
の
安
全

保
障
に
「
支
障
」
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
秘
匿

が
必
要
な
も
の
を
「
重
要
経

済
安
保
情
報
」
に
指
定
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
情

報
が
秘
密
に
さ
れ
る
の
か
具

体
的
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
指
定
す

る
の
は
首
相
や
そ
の
他
の
閣

僚
な
ど
「
行
政
機
関
の
長
」

で
、
政
府
の
判
断
で
い
く
ら

で
も
秘
密
の
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
で
政
府
は
、
米
国
な

ど
外
国
政
府
の
ほ
か
、
基
準

を
満
た
し
た
企
業
や
研
究
機

関
に
重
要
経
済
安
保
情
報
を

提
供
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

従
業
員
は
情
報
漏
え
い
の
恐

れ
が
な
い
か
ど
う
か
「
政
治

上
そ
の
他
の
主
義
主
張
」
な

ど
の
適
性
評
価
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
事
実
上
の

思
想
調
査
で
す
。
対
象
は
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
同

居
人
な
ど
に
も
及
び
ま
す
。

本
人
に
は
、
飲
酒
の
節
度
、

借
金
を
は
じ
め
経
済
状
況
な

ど
の
調
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

適
性
評
価
は
、
本
人
の
同
意

が
前
提
と
し
て
い
ま
す
が
、

断
っ
た
場
合
に
は
不
利
益
を

被
る
人
権
侵
害
に
さ
ら
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

情
報
を
漏
え
い
し
た
場
合

は
、
最
高
５
年
の
拘
禁
刑

（
懲
役
と
禁
錮
を
一
本
化
し

た
も
の
）
が
科
さ
れ
ま
す
。

漏
え
い
の
共
謀
・
教
唆
・
扇

動
も
最
高
３
年
の
拘
禁
刑
と

な
り
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
取
材
活
動
な
ど
が
重
要

経
済
安
保
情
報
を
漏
え
い
さ

せ
よ
う
と
し
た
と
し
て
、
処

罰
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

米
国
の
要
求
を
受
け
２
０

１
３
年
に
成
立
し
た
特
定
秘

密
保
護
法
は
、
軍
事
、
外
交

な
ど
の
分
野
で
日
本
の
安
全

保
障
に
「
著
し
い
支
障
」
が

あ
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
を

「
特
定
秘
密
」
に
指
定
し
、

漏
え
い
に
最
高
10
年
の
懲
役

を
科
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

法
案
は
、
日
米
の
国
家
戦
略

と
軍
事
情
報
を
す
り
合
わ
せ

て
共
有
し
、
武
器
の
生
産
・

輸
出
な
ど
軍
事
国
家
へ
の
道

を
押
し
進
め
る
も
の
で
す
。

国
民
を
法
律
で
縛
り
、
戦

争
国
家
づ
く
り
を
進
め
る
こ

の
法
案
を
、
成
立
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

岸
田
政
権
が
憲
法
９
条

を
踏
み
に
じ
る
大
軍
拡
を

強
引
に
進
め
る
な
か
、

「
緊
急
院
内
集
会
―
憲
法

審
査
会
は
、
今
！
」
が
２

月
22
日
、
国
会
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は

「
九
条
の
会
」
と
「
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
。

集
会
で
は
、
派
閥
の
パ
ー

テ
ィ
ー
収
入
を
め
ぐ
る
裏

金
事
件
で
揺
れ
る
自
民
党

に
改
憲
を
語
る
資
格
は
な

い
と
の
発
言
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

九
条
の
会
世
話
人
の
浅

倉
む
つ
子
早
大
名
誉
教
授

は
、
軍
拡
増
税
で
国
民
の

生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
く

と
し
て
、
「
戦
争
が
始
ま
っ

た
ら
決
し
て
止
め
ら
れ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
争

を
始
め
る
準
備
を
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

九
条
の
会
事
務
局
、

「
許
す
な
！
憲
法
改
憲
・

市
民
連
絡
会
」
共
同
代
表

の
高
田
健
さ
ん
は
、
岸
田

首
相
が
自
民
党
総
裁
の
任

期
中
に
改
憲
に
取
り
組
む

意
思
を
繰
り
返
し
示
し
、

今
国
会
の
施
政
方
針
演
説

で
は
「
条
文
案
の
具
体
化
」

を
進
め
る
と
表
明
し
た
こ

と
を
挙
げ
、
現
在
の
憲
法

審
査
会
は
「
嵐
の
前
の
静

け
さ
だ
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
た
。
憲
法
審
査
会

を
長
年
傍
聴
し
て
き
た
経

験
か
ら
、
「
今
が
一
番
大

変
な
時
期
だ
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
れ
ば
、
も
う
一
度

こ
の
国
を
新
し
い
戦
前
で

は
な
い
時
代
に
巻
き
戻
せ

る
」
と
し
て
、
国
民
的
な

運
動
に
発
展
さ
せ
る
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

何
が
秘
密
か
基
準
が
不
明

従
業
員
と
そ
の
家
族
に
も

事
実
上
の
思
想
調
査

漏
洩
に
は
厳
罰

取
材
活
動
な
ど
に
制
限

物
言
え
ぬ
社
会
に

戦
争
国
家
づ
く
り
の
一
環



偏西風という言葉は皆さんご存じだと思いますが、

西向きの風が常に吹いているメカニズムついては、余

り知られていないように思います。そこで、今回は身

近な現象「偏西風」が吹くメカニズムについて調べて

いきます。

地球は北極の上の方から見ると左回転をしています。

その回転方向と同じ方向になぜ偏西風がいつも吹くの

でしょうか。偏西風の説明をする前に、地球全体では

どのような風が吹くか、そしてその原因について調べ

てみます。

赤道付近では暑く、北極（高緯度の地域）では寒く

なります。赤道付近では太陽熱によって加熱された空

気は上昇して南北に

振り分けられ、やが

て冷やされると密度

を増して下降します。

これが大気の大循環

と呼ばれるものです。

ただし南北に振り分

けられた空気は、北

極まで到達するので

はなく、北緯30度付

近で温度が下がるた

めに下降して、赤道

付近へ戻ります。こ

の循環をハドレー循

環と言います（図１）。

一方、北極での冷たい空気は地上を這うよう南の方

向へ広がります。北緯60度付近で温度が上がり、上

昇して北極付近へ戻ります。この循環を極循環と言い

ます（図１）。

北緯30度付近ではハドレー循環の下降する空気の

流れによる高圧の部分（亜熱帯高圧帯）があり、北緯

60度付近では極循環によって上昇気流による亜寒帯

低圧帯があります。この高圧帯と低圧帯で生じた気圧

の差によって南から北への空気の流れが生じます。こ

れを気圧傾斜力による空気の流れ（フェレル循環）と

言います。このフェレル循環による空気の流れに対し

て、地球の自転によって生ずる見かけ上の力“コリオ

リの力”がはたら

いて、空気の進む

方向が変わってい

き、北半球では西

風（東方向へ吹く

風）になります。

これが偏西風の生

じる原因です。

なお、“コリオ

リの力”について

は紙面の関係で次

回以降に説明しま

す。

（市川隆雄）

岸
田
内
閣
は
２
０
２
２
年
暮
れ

に
「
安
保
３
文
書
」
を
閣
議
決
定

し
、
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）
な
ど
を
新
た
に
構

築
す
る
た
め
、
安
全
保
障
関
連
予

算
を
２
０
２
７
年
度
に
国
内
総
生

産
比
２
％
＝
11
兆
円
に

増
額
す
る
と
決
め
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
防
衛

省
所
管
の
軍
事
費
は
８
・

９
兆
円
に
な
り
ま
す
。

「
統
合
防
空
ミ
サ
イ

ル
防
衛
能
力
」
と
は
、

敵
基
地
攻
撃
と
ミ
サ
イ

ル
迎
撃
を
セ
ッ
ト
に
し

た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
米

国
の
目
的
は
、
台
湾
有

事
等
で
米
軍
が
安
全
を

確
保
し
な
が
ら
作
戦
を

追
行
で
き
る
環
境
を
構

築
す
る
こ
と
。
広
範
囲

を
カ
バ
ー
す
る
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
を
構
築

す
る
た
め
に
、
米
国
の
指
揮
統
制

シ
ス
テ
ム
に
同
盟
国
の
部
隊
も
組

み
込
ん
で
、
切
れ
目
な
く
一
元
的

な
指
揮
統
制
で
運
用
す
る
こ
と
が

必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
が
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
の
構
築
に
踏
み
出
し
た

の
は
、
米
国
の
要
求
に
応
じ
た
も

の
で
す
。
政
府
は
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
は
「
日
本
へ
の
侵
攻

を
阻
止
す
る
た
め
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
は
台
湾
有
事
に
介

入
す
る
米
軍
を
守
る
た
め
の
も
の

で
す
。
報
復
さ
れ
る
の
は
原
発
を

多
数
抱
え
て
い
る

日
本
の
国
土
で
す
。

政
府
は
報
復
に
備

え
る
と
し
て
、
国

内
の
基
地
の
強
靭

化
や
火
薬
庫
の
建

設
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
国
民

の
暮
ら
し
を
見
捨

て
て
突
き
進
む
先

は
、
日
本
を
米
国

の
「
弾
除
け
・
捨

て

石

」

に

す

る

「
亡
国
へ
の
道
」

で
す
。

今
年
予
定
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙

は
「
亡
国
へ
の
道
」
か
、
ア
セ
ア

ン
の
よ
う
に
「
対
話
と
外
交
の
道
」

を
選
択
す
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

「
９
条
を
活
か
し
た
対
話
と
外
交

の
道
を
」
と
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
声
を
か
け
て
、
「
亡
国
へ
の

道
」
を
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

内
井
み
ち
え

日
本
平
和
委
員
会
の
平
和
新
聞

２
月
25
日
号
参
照
の
う
え
作
成


